
平成24年度あおもり新しい公共支援事業監査等結果一覧

No
監査
実施日

区分
事業実施者名
（協議体名等）

事業名 監査結果 検査結果 改善状況 監査員講評

1 H25.6.18
モデル
事業

「新しい公共による再生
可能エネルギー普及促
進モデル事業」協議体

新しい公共による再
生可能エネルギー普
及促進モデル事業

問題なし 問題なし －

　再生可能エネルギーの普及は我が国において非常に重要であ
り、一定の社会的意義を持ったモデル事業である。
　今後は、この再生可能エネルギー事業自体に収益性を持たせ
るスキームの構築が非常に重要である。

2 H25.6.18
モデル
事業

藻場づくり応援協議体 藻場づくり応援事業 問題なし 問題なし － モデル事業は適切に実施されていた。

3 H25.6.18
モデル
事業

新しい公共による家庭
の環境配慮行動促進モ
デル事業協議体

新しい公共による家
庭の環境配慮行動促
進モデル事業

問題なし 問題なし － モデル事業は適切に実施されていた。

4 H25.6.18
モデル
事業

十和田地域農業による
地域づくり協議会

農業後継者育成にお
ける社会的企業基盤
づくり事業

問題なし 問題なし －

　農業後継者問題が顕著であるこのご時世において、一定の社
会的意義を持ったモデル事業である。体験および生産物の販売
を通じて農業後継者の育成を図るもので、多様な参加者が関与し
ており、かつ、事業の先進性があり、他の地域のモデルとして期
待できる。
　ただし、事業の目的はあくまでも「農業後継者の育成の社会的
基盤作り」であるため、その目的に明確に対応した具体的行動を
事業案件として採用すべきである。体験および米の販売によっ
て、農業後継者の育成を具体的に達成する仕組みが非常に重要
である。

5 H25.6.18
モデル
事業

大鰐町エコと交通検討
会

大鰐町みんなで創る
エコタウン推進事業

問題なし 問題なし －

　平成24年度から乗車受付システムの活用が始まり、予約受付
の講習会開催、交流イベントでのデマンドバスの実験的利用など
子供や高齢者への周知も進んでいると思います。
　しかし、町全体からみるとまだ公共交通に対する意識が低いよ
うですので、今後も同様の活動を継続できるよう、地域住民と行
政が一体となり財源確保などの問題解決に取り組んでほしいと思
います。

6 H25.6.18
モデル
事業

岩木川環境公共ネット
ワーク協議会

ふるさと津軽再生活
性化事業プロジェクト

問題なし

　　　　　指摘あり
　補助金により取得した作
業小屋及び備品購入であ
るチェンソー、動力刈取機
に関して、財産管理台帳
に耐用年数・処分制限年
月日等の記載がないの
で、整備する必要がある。

改善指導
中

　前年度において取得した作業小屋での交流や、ポスター配布に
よる草刈り参加者の増加など少しずつではあるがその効果が広
がりつつあると思います。
　今後、作業小屋の維持費、草刈り等の人件費などの増加が予
想され、この活動を継続するために長期的な財源確保についても
検討すべきと思います。
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7 H25.6.18
モデル
事業

白神コミュニティ・ファン
ド協議体

「白神コミュニティ・ファ
ンド」モデル事業

問題なし 問題なし －

　前年度において財団が設立されたこともあり、今年度は財団の
補佐的役割が多く協議体が主体となった活動が少ないように思い
ます。
　財団の財源確保のため、PR活動・イベント開催は重要ですが、
白神山地の自然と直接に関わりながらできることなど、財団が主
体となって行う活動を具体的に示すことが出来れば、さらに寄附
活動が進むものと思います。

8 H25.6.18
モデル
事業

みなとオアシス八戸運
営協議会

被災地域高齢者買
物・医療・コミュニティ
バス運行支援モデル
事業

問題なし 問題なし －

　高齢化の問題は我が国において非常に重要であり、一定の社
会的意義を持ったモデル事業である。その中で、特に地方では、
高齢者の交通の問題が深刻である。そして、被災地においては、
なおさら重要な課題である。

9 H25.6.18
モデル
事業

北三陸復興支援プ
ラットフォーム
づくり協議会

北三陸復興支援プ
ラットフォームづくり

問題なし 問題なし －

　被災した北三陸地域の復興支援サービスだけではなく、また、
ボランティア受け入れ事業だけではなく、それらを通じたプラット
フォームづくりを行うという、非常に斬新なモデル事業です。
　助成金や補助金に頼ることなく事業の継続を推進できるほど、
成果を残したモデル事業である。

10 H25.6.18
モデル
事業

災害救助犬育成連絡
協議会

災害救助犬育成事業 問題なし 問題なし － モデル事業は適切に実施されていた。

11 H25.6.18
モデル
事業

ふるさとコミュニティ・
ネットワーク協議会

里地里山における活
力再生モデル事業

問題なし 問題なし －

　現地調査により地域の問題点だけでなく、その宝物として地域
資源を発見することは住民にとっても地域の良さを見直すきっか
けとなり、再生活性化への一歩につながるものと思います。
　地域の活性化には、継続した活動と長い期間が必要になると思
われ、今後も幅広い年代への参加を呼びかけ、その地域ならで
はの歴史や文化を次世代へと繋げてほしいと思います。

12 H25.6.18
委託
事業

青い森地域創造協議
会

平成24年度あおもり
新しい公共支援事業
委託業務

問題なし 問題なし － 委託した新しい公共支援事業業務は適切に実施されていた。

13 H25.6.18
委託
事業

特定非営利活動法人
あおもりＮＰＯサポート
センター

平成24年度あおもり
新しい公共支援事業
運営委員会運営等事
業業務委託

問題なし 問題なし － 委託した運営等事業は適切に実施されていた。
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14 H25.6.18
事業
全体

青森県環境生活部
県民生活文化課

あおもり新しい公共支
援事業

問題なし －

　各支援事業の管理・支援を適正に行っているという心証が得ら
れた。
　また、各支援事業の現状の管理・支援も重要であるが、これ以
上に、事業終了後の、事業継続および発展の環境作りが重要で
ある。このように、支援事業の永続性も考慮して、各支援事業の
将来性の管理・支援を行っていることが、特筆すべきである。
　実際、支援事業の中から、助成金や補助金に頼ることなく、今後
の事業推進を検討できるモデル事業が複数存在するため、一定
の実績を残している。
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